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■
外
国
人
の
住
民
基
本
台
帳
登
録

正
規
滞
在
の
外
国
人
に
限
り
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
し
、
在
留
カ

ー
ド
を
交
付
す
る
新
制
度
が
７
月

９
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
９
月

１
日
現
在
、
特
別
永
住
者
４
人
、

中
長
期
在
留
者
13
人
の
計
17
人
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
い
ち

い
の
園
」
等
の
経
営
移
譲

７
月
15
日
、林
業
研
修
会
館
で
、

美
幌
町
の
社
会
福
祉
法
人
恵

和
福
祉
会

西
澤
理
事
長
と

の
間
で
基
本
合
意
書
を
取
り

交
わ
し
ま
し
た
。

勤
務
を
希
望
す
る
職
員
の

継
続
雇
用
や
建
物
・
備
品
等

の
無
償
譲
渡
、
施
設
の
老
朽

化
に
よ
る
管
理
上
必
要
な
修

繕
の
費
用
負
担
な
ど
、
基
本

合
意
書
の
内
容
に
基
づ
き
、

平
成
26
年
４
月
１
日
の
経
営

移
譲
に
向
け
、
今
後
、
協
議

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
認
定
講
習

会７
月
29
日
、
中
央
公
民
館
で
町

内
外
か
ら
88
人
の
参
加
者
を
得
て

開
催
さ
れ
、
35
人
の
町
民
の
方
が

受
講
し
、
札
幌
で
の
講
習
会
に
参

加
さ
れ
た
方
を
含
め
、
新
た
に
36

人
の
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
認
定
を

受
け
て
い
た
方
と
合
わ
せ
、
43
人

が
津
別
町
で
認
定
さ
れ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

９
月
13
日
、
認
定
書
の
伝
達
を

行
い
ま
し
た
が
、
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス

タ
ー
の
方
々
が
発
案
さ
れ
た
「
津

別
町
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
推
進
協

議
会
（
仮
称
）」
の
設
立
に
向
け
、

準
備
会
が
同
時
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
花
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
た
だ
き
た
く
、
大
い
に
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
町
も
協
働

す
る
体
制
を
整
備
し
て
い
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

■
北
海
道
議
会
水
産
林
務
委
員
会

意
見
交
換
会

７
月
31
日
、
さ
ん
さ
ん
館
で
北

海
道
議
会
水
産
林
務
委
員
会
（
委

員
長

日
下
太
朗
氏
）
に
よ
る
意

見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、
管
内
の

各
漁
協
関
係
者
並
び
に
森
林
・
木

材
関
係
団
体
が
出
席
し
、
諸
課
題

に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

■
津
別
高
校
１
年
生
移
動
社
会
科

授
業

８
月
21
日
、
本
年
度
入
学
し
た

１
年
生
を
対
象
に
、
本
町
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
相
生
の
シ
ゲ
チ
ャ
ン
ラ
ン
ド

と
ラ
ン
プ
の
宿
森
つ
べ
つ
で
の
講

話
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験
、
丸
玉

産
業
株
式
会
社
と
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
の
見
学
な
ど

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
本
事
業

を
実
施
す
る
当
た
り
、
快
く
受
け

入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
企
業
等

の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

■
岩
手
県
住
田
町
長
に
よ
る
職
員

研
修
公
開
講
座

８
月
24
日
、
林
業
研
修
会
館
で

「
森
林
・
林
業
日
本
一
を
目
指
す

ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
、
岩
手
県

住
田
町
長

多
田
欣
一
氏
を
講
師

に
迎
え
職
員
研
修
公
開
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。
職
員
に
加
え
て
町

内
林
業
関
係
者
を
含
む
町
民
の
参

加
が
あ
り
、
森
林
の
多
面
的
機
能

を
享
受
で
き
る
森
づ
く
り
や
、
長

期
的
な
展
望
に
立
っ
た
森
林
資
源

を
活
用
し
た
町
づ
く
り
に
つ
い
て

話
さ
れ
、
愛
林
の
町
を
宣
言
す
る

本
町
の
今
後
の
取
り
組
み
に
大
い

に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

■
北
海
道
議
会
保
健
福
祉
委
員
会

現
地
調
査
に
伴
う
意
見
交
換
会

今
後
の
道
立
病
院
事
業
に
つ
い

て
の
現
地
調
査
が
行
わ
れ
、
９
月

６
日
に
は
北
網
地
域
２
市
８
町
の

首
長
及
び
医
師
会
と
の
意
見
交
換

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
道
立
北
見

病
院
と
道
立
向
陽
ヶ
丘
病
院
に
つ

い
て
、
地
域
医
療
を
守
る
観
点
か

ら
病
院
改
築
や
医
師
対
策
、
機
能

の
充
実
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
述

べ
て
き
ま
し
た
。

■
北
海
道
社
会
貢
献
賞
の
受
賞

本
岐

藤
田
玲
子
様
（
民
生
委

員
・
児
童
委
員
）
が
永
年
に
わ
た

り
地
域
社
会
で
の
福
祉
活
動
の
実

践
に
努
め
ら
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
北
海
道
社
会
貢
献
賞
（
社
会

事
業
関
係
功
労
者
）
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

ご
功
績
と
栄
え
あ
る
受
賞
に
対

し
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
表
し

ま
す
。

◎
そ
の
他
報
告
さ
れ
た
事
項

■
寄
贈

■
民
主
党
森
林
・
林

業
調
査
会
の
視
察

■
第
42
回

つ
べ
つ
夏
ま
つ
り

■
グ
レ
ス

テ
ン
ス
キ
ー
講
習
会

■
第
40

回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
競
技
選
手
権
大
会

■
第

62
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

「
ふ
れ
あ
い
町
民
の
つ
ど
い
」

■
船
橋
市
・
南
ア
ル
プ
ス
市
と

の
青
少
年
交
流
事
業

■
第
２

回
つ
べ
つ
七
夕
ま
つ
り

■
無

縁
仏
の
供
養

■
つ
べ
つ
ふ
る

さ
と
ま
つ
り

■
津
別
町
森
林

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
推
進
協
議
会

に
よ
る
燃
焼
試
験

■
第
17
回

つ
べ
つ
日
本
フ
ィ
ル
セ
ミ
ナ
ー

■
農
作
物
の
作
況
状
況

■
建

設
工
事
等
の
発
注
状
況

第
４
回
定
例
会（
９
月
19
日
）

88人が集まったフラワーマスター講習会

津別中学校吹奏楽部での日フィルの熱心な指導
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常任委員会
特別委員会

 !"#$ !"#$
各常任委員会・特別委員会は議会の閉会中も委員会を
開催し、所管事務について協議しています。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

決算審査
特別委員会

第１回（９月19日）
・正副委員長の互選について

構成
委員長 村 田 議員

副委員長 白 馬 議員

委 員 谷 川 議員

茂呂竹 議員

鳥 本 議員

藤 原 議員

山 内 議員

篠 原 議員

平成23年度の一般会計、６

つの特別会計（国保会計、後

期高齢者会計、介護保険会計、

介護サービス会計、下水道会

計、簡易水道会計）、上水道

事業会計決算について審査を

行うため、設置しました。

会議当日の受け付けで傍聴できます。
気軽にお越しください。
議会日程は、
・議会事務局 76-2151内線266
・ホームページ
http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/
でご確認ください。

議会を傍聴
してみませんか

第
４
回
（
９
月
６
日
）

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

・
防
災
会
議
条
例
及
び
災
害
対
策
本
部
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
職
員
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て

・
台
湾
二
水
郷
と
の
交
流
に
つ
い
て

・
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
４
回
（
９
月
７
日
）

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
新
ふ
る
さ
と
定
住
促
進
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

・
森
の
健
康
館
及
び
山
村
体
験
宿
泊
施
設

の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て

・
津
別
町
木
材
工
芸
協
同
組
合
解
散
に
伴

う
対
応
に
つ
い
て

・
津
別
農
協
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
建
設
の
対

応
に
つ
い
て

・
町
道
の
廃
止
・
認
定
に
つ
い
て

・
ま
ち
な
か
団
地
の
入
居
者
募
集
に
つ
い

て
・
農
業
集
落
排
水
施
設
の
統
合
に
つ
い
て

第
５
回
（
９
月
20
日
）

・
平
成
24
年
度
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
建

設
に
つ
い
て

第
７
回
（
９
月
14
日
）

・
第
４
回
津
別
町
議
会
定
例
会
の
運
営
に

つ
い
て

・
平
成
23
年
度
各
会
計
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

・
意
見
書
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

第
16
回
（
10
月
16
日
）

・
議
会
報
142
号
の
編
集
に
つ
い
て

第
17
回
（
10
月
17
日
）

・
議
会
報
142
号
の
編
集
に
つ
い
て
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議会日誌
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地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・
充実する仕組み」の構築を求める意見書

【要旨】 二酸化炭素吸収源として最も重要な
機能を有する森林の整備・保全等を推進する市
町村の役割を踏まえ、「地球温暖化対策のため
の税」の一定割合を、森林面積に応じて譲与す
る「地方財源を確保・充実する仕組み」を早急
に構築すること。

◆提出先
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総
務大臣、財務大臣、農林水産大臣、経済産業
大臣、環境大臣、国家戦略担当大臣

森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に
関する意見書

【要旨】
１．地球温暖化防止に向けた森林吸収源対策を促進
するため、間伐等促進法を平成25年度以降も延長
し、造林補助事業に対する都道府県や市町村の負
担を軽減するための地方債の特例措置を引き続き
継続すること。
２．地球温暖化対策のための税の使途に森林吸収源
対策を追加するなど安定的な税・財源を確保する
こと。
３．安定的な林業経営の確立に向け、直接支払い制
度による搬出間伐の推進、路網整備等経営基盤の
整備、人材の育成確保対策の強化を図るとともに、
森林施業の集約化や機械化の推進など効率的施業
の推進と助成の拡充を図ること。
４．環境貢献に着目した住宅・土木用資材及び建築
物への国産材利用の推進、木造公共施設等の整備
への助成の拡充を図ること。
また、木質バイオマスなど再生可能エネルギー

の利用を促進すること。
５．地域の安全・安心の確保に向けた治山対策の推
進、また、津波対策等も踏まえた海岸防災林の整
備を促進すること。
６．森林・林業再生にとって不可欠な森林の損害を
補償する保険の仕組みを確保すること。
７．国有林の一般会計化による公益的機能の一層の
発揮、森林・林業再生に向けた貢献及び現場管理
の実情を踏まえた安定的な管理運営体制の確立を
図ること。

◆提出先
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大
臣、財務大臣、文部科学大臣、農林水産大臣、経
済産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、復興大臣

関係行政庁へ
提出しました
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先
般
、
あ
る
新
聞
記
事
に
議

会
の
あ
り
さ
ま
が
掲
載
さ
れ
て

い
た
。

「
・
・
・
・
・
住
民
の
縮
図
た
る

議
会
に
は
一
定
程
度
の
人
数
が

必
要
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
各

地
で
定
数
削
減
が
議
論
さ
れ
て

い
る
の
は
、
多
く
の
住
民
が
議

会
を
信
用
せ
ず
、
役
に
立
た
な

い
議
員
な
ん
て
い
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
た
め
だ
。・
・
・
・
・
民
意

を
く
ん
だ
質
の
高
い
議
論
が
行
わ

れ
る
議
会
で
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
」

の
指
摘
が
、胸
に
痛
切
に
響
い
た
。

一
般
的
に
地
方
議
会
は
、
議
員

個
々
が
し
っ
か
り
住
民
の
中
に
日

常
活
動
の
根
を
下
ろ
し
、
与
党
賛

成
・
野
党
反
対
的
な
旧
来
の
発
想

を
変
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。

町
民
に
役
立
つ
議
会
を
目
指
し
、

議
案
の
中
身
を
見
き
わ
め
、
行
政

と
対
等
に
議
論
し
、
研
修
や
視
察

な
ど
を
通
じ
、
日
々
し
っ
か
り
研

さ
ん
を
積
み
、
民
意
代
表
の
自
覚

を
強
く
持
ち
、「
町
民
に
誇
れ
る

議
会
改
革
」
を
、
議
員
一
丸
と

な
っ
て
、
着
実
に
ま
い
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
肝
に
命

ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。（

谷
川
）
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